
杉
原
泰
雄
教
授
著
作
目
録

1
　
著
書
等

杉原泰雄教授著作目録（189）

　
　
　
単
著
書

国
民
主
権
の
研
究
ー
フ
ラ
ノ
ス
章
命
に
お
げ
る
国
民
主
権
の
成
立
と
構
造
＾
一
九
七
一
年
一
〇
月
）
　
岩
波
書
店

国
民
代
表
の
政
治
責
任
二
九
七
七
年
六
月
）
岩
波
新
書

人
民
主
権
の
史
的
展
開
－
民
衆
の
権
力
原
理
の
成
立
と
展
開
－
（
一
九
七
く
年
七
旦
　
岩
波
書
店

麸
本
的
人
権
と
刑
事
手
続
〔
法
学
選
書
〕
（
一
九
八
○
年
五
月
）
　
学
陽
童
里
房

棚
年
代
患
法
政
治
へ
の
序
章
上
・
下
＾
一
九
く
○
年
一
〇
月
一
　
動
草
書
房

憲
法
読
本
二
九
八
一
年
九
月
）
　
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書

国
民
主
櫓
と
国
民
代
表
制
（
一
九
八
三
年
二
月
）
　
有
斐
閣

国
民
主
橘
の
史
的
展
開
－
人
民
主
権
と
の
対
抗
の
な
か
で
－
（
一
九
く
五
年
六
月
）
　
岩
波
書
店

平
和
憲
法
二
九
八
七
年
四
月
）
　
岩
波
新
書

憲
法
－
憲
法
総
論
＾
一
九
八
七
年
＝
一
月
）
　
有
斐
閣
法
学
叢
書

憲
法
皿
統
治
の
機
膚
（
一
九
八
九
年
二
月
）
　
有
斐
閣
法
学
叢
書

憲
法
〔
ン
リ
ー
ズ
法
律
学
へ
の
第
一
歩
皿
〕
二
九
九
〇
年
四
月
）
　
岩
波
書
店

憲
法
第
九
条
の
時
代
－
日
本
の
「
国
際
貫
献
」
を
考
え
る
た
め
に
ー
（
一
九
九
二
年
四
月
）
岩
波
プ
ッ
ク
レ
ッ
ト

人
権
の
歴
史
〔
岩
波
市
民
大
学
・
人
間
の
歴
史
を
考
え
る
〕
＾
一
九
九
二
年
六
月
一
　
岩
波
書
店

民
衆
の
国
家
構
稗
－
－
失
わ
れ
た
理
念
の
再
生
を
求
め
て
1
二
九
九
二
年
一
〇
月
）
　
日
本
評
論
杜

新
版
憲
法
読
本
二
九
九
三
年
九
月
一
　
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
蓄
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一橋論叢 第112巻第1号 平成6年（1994年）7月号（190）

憲
法
か
ら
地
方
自
治
を
考
え
る
〔
ン
リ
ー
ズ
2
1
世
紀
を
地
方
自
治
の
時
代
に
！
〕

＾
一
九
九
三
年
一
〇
月
）
　
自
治
体
研
究
杜

　
　
　
共
著
書

N
H
K
大
学
講
座
・
法
学
1
・
憲
法
と
人
権
（
一
九
七
三
年
四
月
）
佐
藤
功
氏
他
と

N
H
K
犬
学
講
座
・
法
学
皿
・
憲
法
と
人
権
（
一
九
七
＝
奉
七
月
）
佐
藤
功
氏
他
と

漂
準
現
代
杜
会
（
一
九
八
一
年
七
月
）
山
極
晃
・
正
村
公
宏
・
宮
川
透
諸
氏
と
　
自
由
書
房

葱
法
m
人
権
②
〔
芦
部
信
喜
編
〕
（
一
九
八
一
年
九
月
一
芦
部
信
喜
・
奥
平
康
弘
・
中
村
睦
男
諸
氏
と
共
同
執
簑

憲
法
漬
習
教
室
二
九
八
七
年
八
旦
奥
平
康
弘
氏
と
　
有
斐
閣

　
　
　
単
編
書

国
民
主
権
と
天
皇
制
〔
文
献
選
集
・
日
本
国
憲
法
2
〕
（
一
九
七
七
年
五
月
）
　
編
著

市
民
の
た
め
の
憲
法
読
本
（
一
九
八
二
隼
五
月
）
編
薯
　
筑
摩
書
房

憲
法
の
基
礎
概
念
1
〔
講
座
・
憲
法
学
の
基
礎
1
〕
（
一
九
八
三
年
六
月
）
動
章
書
房

憲
法
の
基
礎
概
念
皿
〔
誰
座
・
憲
法
学
の
基
礎
2
〕
（
一
九
八
三
年
六
月
〕
動
草
書
房

憲
法
の
方
法
〔
講
座
・
憲
法
学
の
基
礎
3
〕
（
一
九
八
四
年
四
月
）
動
草
書
房

市
民
患
法
史
〔
講
座
・
憲
法
学
の
基
礎
5
〕
（
一
九
八
く
隼
六
月
）
動
草
書
房

憲
法
思
想
〔
講
座
・
憲
法
学
の
基
礎
4
〕
＾
一
九
八
九
年
一
月
）
動
草
蓄
房

判
例
マ
ニ
ュ
ア
ル
憲
法
－
・
皿
一
一
九
八
九
年
六
月
）
三
省
堂

　
　
　
共
編
書

演
習
憲
法
（
一
九
七
三
年
七
月
）
芦
部
信
喜
・
池
田
政
章
両
氏
と
　
有
斐
閣

憲
法
を
学
ぶ
二
九
七
四
年
三
月
）
奥
平
康
弘
氏
と
　
有
斐
閣

憲
法
学
4
（
一
九
七
六
年
一
〇
月
）
奥
平
康
弘
氏
と
〔
有
斐
閣
双
書
〕

憲
法
学
－
二
九
七
六
年
一
〇
月
）
奥
平
魔
弘
氏
と
〔
有
斐
閣
双
書
〕

憲
法
学
2
一
一
九
七
六
年
二
百
）
奥
平
康
弘
氏
と
〔
有
斐
閣
双
蓄
〕

三
省
堂

有
斐
閣
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憲
法
学
6
＾
一
九
七
七
年
二
月
）
奥
平
康
弘
氏
と
〔
有
斐
閣
双
書
〕

憲
法
学
3
＾
一
九
七
七
年
四
月
）
奥
平
康
弘
氏
と
〔
有
斐
閣
双
書
〕

憲
法
学
5
二
九
七
七
年
九
月
一
奥
平
康
弘
氏
と
〔
有
斐
閣
双
蓄
〕

新
版
憲
法
演
習
i
（
一
九
八
○
年
三
月
一
肩
宮
四
郎
・
佐
藤
功
・
阿
部
照
哉
諸
氏
と
　
有
斐
閣

新
版
憲
法
演
習
皿
＾
一
九
く
○
年
八
月
一
清
宮
四
郎
・
崖
藤
功
・
阿
部
照
哉
諸
氏
と
　
有
斐
閣

新
版
憲
法
演
習
皿
（
一
九
八
○
年
二
月
）
清
宮
四
郎
・
佐
藤
功
・
阿
部
照
哉
諸
氏
と
　
有
斐
閣

新
版
法
律
学
演
習
講
座
．
憲
法
（
一
九
八
四
年
二
月
一
芦
部
信
喜
・
池
田
政
章
両
氏
と
　
青
林
書
院

判
例
．
参
照
条
文
集
憲
法
（
一
九
八
四
年
＝
百
）
阿
部
照
哉
・
熊
田
道
彦
両
氏
と
　
有
斐
閣

新
版
憲
法
を
学
ぶ
一
一
九
八
五
隼
四
月
）
奥
平
康
弘
氏
と
　
有
斐
閣

　
　
　
共
訳
書

イ
ギ
リ
ス
憲
法
史
／
S
・
B
・
ク
ラ
イ
ム
ズ

二
九
六
五
年
五
月
一

川
北
洋
太
郎
・
小
松
茂
夫
両
氏
と
　
日
本
評
論
杜

皿
　
論

文

杉原泰雄教授著作目録（191）

一
九
五
く
年

三
月

一
九
六
一
年

三
月

　
一
〇
月

一
九
六
三
年

三
月

「
フ
ラ
ソ
ス
憲
法
に
お
け
る
法
の
概
念
」
＾
修
士
論
文
一

「
議
院
内
閣
制
の
研
究
」
（
博
士
論
文
）

　
「
現
代
議
院
内
閣
制
」
公
法
研
究
≡
二
号

「
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
　
ジ
ェ

ニ
イ
（
『
『
彗
（
o
示
o
9
｝
）

の
抵
抗
権
金
」

一
橋
論
叢
一
九
六
三
年
三
月
号
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一橋論叢第112巻第1号平成6年（1994年）7月号（192）

四
月
　
　
↓
ぎ
8
昌
；
一
9
；
0
8
島
p
一
巨
巨
O
畠
≡
く
9
5
ミ
m
…
」
O
『
；
0
8
冨
；
皇
一
昌
9
盲
O
昌
　
；
ε
房
；
富
三
』
昌
『
畠
－
9
F
O
婁
彗
」

　
　
　
、
o
－
三
8
一
く
o
r
　
自
．

九
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
憲
法
に
お
け
る
代
表
委
任
論
　
　
国
民
主
潅
の
一
側
面
1
」
　
一
橋
論
叢
九
月
号

一
九
六
四
年

三
月
　
　
「
権
力
分
立
の
諸
形
態
と
議
院
内
閣
制
」
　
一
橋
大
学
・
法
学
研
究
5

一
九
六
五
年

二
月
－
三
月
　
　
「
国
民
主
権
の
蓮
本
樽
造
上
・
下
　
　
主
こ
し
て
、
ル
ソ
ー
的
人
民
主
権
と
の
対
比
に
お
い
て
－
」
　
一
橘
論
叢
一
九
六
五
年
二
月

　
　
　
　
　
　
号
・
三
月
号

六
月
　
　
「
議
院
内
閣
制
の
本
質
」
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
特
集
号
一
続
学
説
展
望

一
九
六
六
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
月
　
　
・
国
民
主
権
の
憲
法
史
的
展
開
」
一
橋
大
学
・
法
学
研
究
6

一
九
六
七
年

　
一
〇
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
集
団
行
動
の
自
由
」
　
法
律
時
報
臨
時
増
刊

一
九
六
八
年

三
月
　
　
「
参
議
院
の
制
度
と
権
能
」
　
、
ン
ユ
リ
ス
ト
一
九
六
八
年
三
月
一
五
日
号

一
九
六
九
年

　
一
〇
月
　
　
「
戦
後
憲
法
論
争
史
・
政
治
機
構
関
係
」
　
公
法
研
究
三
一
号

一
九
七
一
年

　
一
月
　
　
「
い
わ
ゆ
る
「
半
代
表
制
」
言
電
…
宰
鶉
ヨ
雪
R
器
昌
7
『
召
『
瞭
窒
8
暮
）
の
構
造
に
つ
い
て
」
　
一
橋
論
叢
一
九
七
一
年
一
月
号
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二
月
－
三
月
　
　
「
憲
法
学
よ
り
み
た
，
市
民
革
命
の
溝
造
』
上
・
下
」
　
杜
会
科
学
の
方
法
一
九
七
一
年
二
月
号
・
三
月
号

五
月
　
　
「
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
裁
判
官
再
任
制
度
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
七
一
年
五
月
一
五
日
号

一
〇
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
革
命
と
国
民
主
権
」
　
公
法
研
究
三
三
号

六
月
－
一
〇
月
　
「
大
学
研
究
室
の
捜
索
と
犬
学
の
自
治
1
－
Y
」
　
法
律
時
報
一
九
七
一
年
六
月
号
－
一
〇
月
号

一
九
七
二
年

三
月
　
　
「
大
学
の
自
治
と
国
家
権
力
」
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
〇
〇
号
一
九
七
二
年
五
月
一
日
号

　
　
〃
　
　
「
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
再
任
制
度
」
池
田
政
章
・
守
屋
克
彦
編
，
裁
判
官
の
身
分
保
障
』
動
草
書
房

六
月
　
　
「
，
国
民
主
権
』
と
，
人
民
主
権
』
」
世
界
一
九
七
二
年
六
月
号

　
　
〃
　
　
「
公
教
育
と
現
代
議
会
制
」
法
律
時
報
臨
時
増
刊

一
九
七
三
年

　
一
月
　
　
「
試
煉
に
立
つ
議
会
制
民
主
主
義
」
世
界
一
九
七
≡
年
一
月
号

二
月
　
　
「
人
身
の
自
由
と
刑
事
手
続
」
法
律
時
報
一
九
七
三
年
二
月
号

　
二
月
　
　
憲
法
学
と
刑
事
訴
訟
法
学
i
I
－
若
干
の
補
論
1
」
　
法
律
時
報
一
九
七
三
年
一

一
月
号

（193）杉原泰雄教授著作目録

一
九
七
四
年

　
一
月
九
月

一
九
七
五
年

六
月
七
月

一
九
七
六
年

「
憲
法
か
ら
み
た
選
挙
制
度
　
　
国
民
主
権
・
国
民
代
表
・
選
挙
－
1
」
東
京
弁
護
士
会
報
一
九
七
四
年
一
月
号

「
市
民
憲
法
原
理
と
現
代
－
フ
ラ
ノ
ス
大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
－
」
法
律
時
報
一
九
七
四
年
九
月
号

「
三
菱
樹
脂
事
件
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
五
年
六
月
号

「
国
民
主
権
と
国
民
代
表
制
」
法
学
教
室
（
第
二
期
）
一
九
七
五
年
七
月
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一橋論叢　第112巻　第1号　平成6年（1994年）7月号　（194〕

　
一
月
　
　
「
法
の
支
配
の
思
想
」
小
林
直
樹
・
水
本
浩
編
，
現
代
日
本
の
法
思
想
』
有
斐
閣

二
月
－
四
月
　
　
「
地
方
自
治
の
本
質
1
・
『
・
皿
」
法
律
時
報
一
九
七
六
年
二
月
号
．
三
月
号
．
四
月
号

五
月
　
　
「
政
治
責
任
の
論
理
と
刑
事
責
任
の
論
理
」
世
界
一
九
七
六
年
五
月
号

七
月
　
　
「
主
権
と
自
由
」
芦
部
信
喜
編
，
近
代
憲
法
原
理
の
展
開
1
6
東
京
大
学
出
版
会

一
九
七
七
年

　
一
月
－
四
月
　
　
「
現
代
議
会
政
と
国
民
代
表
の
原
理
1
・
皿
・
皿
・
W
」
法
律
時
報
一
九
七
七
年
一
月
号
．
同
四
月
号

九
月
　
　
「
議
会
政
と
国
民
代
表
の
原
理
」
公
法
研
究
三
九
号

一
九
七
八
年

く
月
　
　
「
基
本
的
人
権
と
刑
罰
権
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
八
年
八
月
号

一
九
七
九
年

　
一
月
　
　
「
地
方
自
治
の
本
旨
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
・
総
合
特
集
シ
リ
ー
ズ
8

二
月
　
　
「
，
弁
護
人
抜
き
裁
判
』
特
例
法
案
1
1
そ
の
批
判
的
倹
討
奮
二
章
一
」
法
学
セ
、
ミ
ナ
ー
一
九
七
九
年
二
月
号

一
九
八
○
年

　
二
月
　
　
「
日
本
に
お
け
る
議
会
制
民
主
主
義
の
理
念
と
現
実
」
法
学
セ
．
ミ
ナ
ー
一
九
八
○
年
二
月
号

三
月
　
　
「
参
政
櫨
論
に
つ
い
て
の
覚
書
」
法
律
時
報
一
九
八
○
年
三
月
号

九
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
革
命
と
1
人
民
主
権
』
」
（
日
本
西
洋
史
学
会
第
三
〇
回
大
会
報
告
〕
歴
史
評
論
一
九
八
○
年
九
月
号

一
九
八
一
年

　
一
〇
月
　
　
「
憲
法
と
教
科
魯
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
増
刊
・
総
合
特
集
ン
リ
ー
ズ
ー
7
　
　
・

一
九
八
二
年
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一
月
－
一
一
月

五
月
－
九
月

　
「
国
民
主
櫓
の
史
的
展
開
1
－
1
1
」
法
律
時
報
一
九
八
二
年
一
月
号
－
同
二
月
号

「
最
近
の
国
民
主
権
論
争
と
そ
の
課
題
1
－
V
完
」
法
学
教
室
一
九
く
二
年
五
月
号
－
九
月
号

一
九
八
三
年

　
一
月
、
七
月
　
　
「
国
民
主
権
の
史
的
展
開
1
2
－
1
8
完
」
法
律
時
報
一
九
八
三
宰
一
月
号
－
七
月
号

七
月
　
　
「
権
力
分
立
の
近
代
と
現
代
」
芦
部
信
喜
編
，
基
本
法
学
6
』
岩
波
蕃
店

一
九
八
四
年

　
一
月
　
　
「
政
治
責
任
と
刑
事
責
任
・
再
論
」
世
界
一
九
八
四
年
一
月
号

五
月
　
　
「
カ
レ
．
ド
．
マ
ル
ベ
ー
ル
の
国
民
主
権
論
と
国
民
代
表
制
論
」
田
上
穫
治
先
生
喜
寿
記
念
，
公
怯
の
基
本
問
題
・
有
斐
閣

　
一
〇
月
　
　
「
，
憲
法
学
の
基
礎
概
念
一
再
考
－
統
治
権
の
主
体
と
し
て
の
，
国
家
一
」
法
学
教
室
一
九
く
四
年
一
〇
月
号
＾
第
五
回
有
斐
閣
法
学
講
漬

　
　
　
会
）

一
九
八
五
年

五
月
　
　
「
象
徴
天
皇
制
と
そ
の
運
用
に
つ
い
て
思
う
」
法
セ
ミ
増
刊
・
総
合
特
集
ン
リ
ー
ズ
2
9

五
月
，
八
月
　
　
「
国
民
主
潅
と
憲
法
制
定
権
力
1
－
4
」
法
律
時
報
一
九
八
五
年
五
月
号
－
八
月
号

（195）杉原泰雄教授著作目録

一
九
く
六
年

　
一
月
三
月

「
日
本
国
憲
法
と
刑
罰
の
謙
抑
主
義
」
佐
藤
功
先
生
古
稀
記
念
，
日
本
国
憲
法
の
理
論
』
　
有
斐
閣

、
憲
法
解
釈
と
憲
法
の
基
礎
概
念
」
名
古
屋
大
学
法
政
論
集
・
長
谷
川
正
安
教
授
退
官
記
念
論
文
集

一
九
八
七
年

二
月
　
　
「
最
古
同
裁
判
例
の
法
源
性
を
め
ぐ
っ
て
」
法
律
時
報
一
九
八
七
年
二
月
号

五
月
　
　
「
日
本
国
憲
法
の
四
〇
年
と
，
総
決
算
政
治
』
」
法
律
時
報
一
九
八
七
年
五
月
号

七
月
　
　
「
国
民
代
表
概
念
に
お
け
る
近
代
と
現
代
」
公
法
研
究
一
五
輯
＾
韓
国
公
法
学
会
）
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一
九
八
八
年

三
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
革
命
に
お
け
る
近
代
と
現
代
」
学
鐙
一
九
八
八
年
三
月
号

　
一
一
月
　
　
「
現
代
行
政
国
家
論
・
再
考
」
和
田
英
夫
教
授
古
稀
記
念
論
文
集
，
戦
後
憲
法
学
の
展
開
L

　
　
〃
　
　
「
子
算
法
律
説
に
つ
い
て
」
法
律
時
報
一
九
八
八
年
二
月
号

日
本
評
論
杜

一
九
八
九
隼

五
月
　
　
「
天
皇
制
論
議
と
議
会
制
民
主
主
義
の
衰
退
」
法
律
時
報
一
九
八
九
年
五
月
号

七
月
－
八
月
　
　
「
フ
ラ
ノ
ス
革
命
と
人
権
　
　
そ
の
光
と
陰
－
前
編
・
後
編
」
法
学
セ
、
ミ
ナ
ー
一
九
八
九
年
七
月
号
．
八
月
号

一
九
九
〇
年

四
月
五
月

　
　
〃

　
一
〇
月
－

　
一
一
月

「
教
科
書
裁
判
と
『
国
家
の
教
育
権
』
」
芦
部
信
喜
編
『
教
科
書
裁
判
と
憲
法
学
』
学
陽
書
房

「
議
会
制
民
主
主
義
の
創
造
」
法
律
時
報
一
九
九
〇
年
五
月
号

「
議
会
制
と
主
権
原
理
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
九
〇
年
五
月
一
一
一
五
日
号

一
二
月
　
　
「
民
衆
の
国
家
構
想
1
－
3
」
法
律
時
報
一
九
九
〇
年
一
〇
月
号
．
一
一
月
号
．
二
一
月
号

　
「
憲
法
第
九
条
の
時
代
」
深
瀬
忠
一
教
授
退
官
記
念
，
平
和
と
国
際
協
調
の
憲
法
学
』
動
草
書
房

一
九
九
一
年

　
一
月
－
九
月
　
　
「
民
衆
の
国
家
構
想
4
－
9
」
法
律
時
報
一
九
九
一
隼
一
月
号
．
六
月
号

九
月
　
　
「
，
革
命
政
府
論
』
考
」
小
林
直
樹
先
生
古
稀
祝
賀
，
憲
法
学
の
展
望
』
有
斐
閣
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一
九
九
二
年

二
月
　
　
「
，
政
冶
改
革
≡
法
案
』
の
破
綻
と
政
冶
改
革
の
理
念
」

五
月
　
　
「
政
治
改
革
の
理
念
と
現
実
」
憲
法
問
題
3

法
律
時
報
一
九
九
二
隼
二
月
号



一
九
九
三
年

六
月
　
　
「
」
・
デ
ュ
ギ
ー
の
国
民
主
権
論
と
国
民
代
表
制
論
」
一
橋
論
叢
一
九
九
三
年
六
月
号

　
　
〃
　
　
「
国
政
調
査
権
・
再
考
－
1
溝
造
的
汚
職
の
真
相
究
明
問
題
を
契
機
と
し
て
」
法
律
時
報
一
九
九
三
年
九
月
号

九
月
　
　
「
民
主
主
義
と
人
権
の
保
障
　
　
あ
る
い
は
主
権
原
理
と
自
由
の
関
係
に
つ
い
て
」
芦
部
信
喜
先
生
古
稀
祝
賀
，
現
代
立
憲
主
義
の
展
開
上
』

　
　
　
有
斐
閣

翻
訳
・
資
料
・
解
説
・
書
評
等

一
九
五
八
年

四
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
第
四
共
和
国
憲
法

＾
翻
訳
）
」
大
沢
章
編
，
世
界
の
憲
法
』

国
元
書
房

一
九
五
九
年

三
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
第
五
共
和
国
憲
法

一
翻
訳
一
」
大
沢
章
氏
と
共
訳
　
法
律
時
報
一
九
五
九
年
三
月
号
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一
九
六
一
年

九
月

「
議
院
内
閣
制
の
研
究
＾
要
旨
一
」
一
橋
論
叢
」
一
九
六
一
年
九
月
号

「
酪
農
基
金
振
興
法
（
解
説
）
」
経
済
法
・
創
刊
号

一
九
六
四
年

四
月
　
　
「
フ
ラ
ノ
ス
第
三
共
和
国
の
諸
憲
法
＾
解
説
と
翻
訳
）
」
比
較
法
（
東
洋
大
比
較
法
研
究
所
）
第
二
号

四
月
－
一
一
月
　
　
「
研
修
講
座
・
憲
法
」
法
務
総
合
研
究
所
・
研
修
一
九
六
四
年
四
月
号
か
ら
一
一
月
号

一
九
六
六
年
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一橋論叢　第112巻 第1号　平成6年（1994年）7月号　（198〕

一
〇
月

一
九
六
七
年

五
月

　
一
〇
月

　
二
一
月

一
九
六
八
年

九
月

　
＝
一
月

一
九
六
九
年

五
月

一
九
七
一
年

五
月
六
月

　
「
学
界
展
望
」
公
法
研
究
二
八
号

『
衆
議
院
の
解
散
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
別
禰
・
憲
法
の
判
例

「
首
相
公
選
制
」
　
清
宮
四
郎
・
佐
藤
功
編

　
「
学
界
展
望
」
公
法
研
究
二
九
号

　
「
学
界
回
顧
」
法
律
時
報
一
九
六
七
年
一

，
体
系
憲
法
事
奥
－
（
共
同
執
筆
）

　
「
書
評
・
憲
法
講
義
旧
・
m
」

，
法
律
学
の
基
礎
知
識
』

「
「
論
争
・
戦
後
憲
法
学
一

，
続
憲
法
漬
習
－
有
斐
閣

二
月
号

田
上
穣
治
編

（
小
林
直
樹
薯
）

＾
共
同
執
篭
）

に
つ
い
て
、

有
斐
閣

，
絵
括
一

青
林
書
院

法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
六
八
年
二
一
月
号

と
，
憲
法
と
条
約
・
」
法
律
時
報
一
九
六
九
年
五
月
号

，
法
律
学
の
基
礎
用
語
』
一
共
同
執
筆
）
谷
口
知
平
編
　
有
斐
閣

「
国
立
歩
道
橘
事
件
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
昭
和
四
五
隼
度
重
要
判
例
解
説

一
九
七
二
年

二
月
　
　
「
蓄
評
・
憲
法
と
議
会
政
」
＾
芦
部
信
喜
著
）
法
律
時
報
一
九
七
二
年
二
月
号

四
月
　
　
「
犬
学
の
捜
索
と
大
学
の
自
治
」
，
続
・
日
本
の
憲
法
判
例
』
憲
法
理
論
研
究
会

敬
文
堂
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三
月
　
　
「
大
学
の
自
冶
と
警
察
権
の
限
界
　
　
愛
知
夫
学
事
件
1
」
別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
教
育
判
例
百
選

一
九
七
五
年

　
八
月
　
　
「
全
逓
中
郵
事
件
」
（
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
五
年
八
月
号

九
月
　
　
「
部
教
組
事
件
」
（
判
例
評
釈
一
　
行
政
案
務
一
九
七
五
年
九
月
号

　
一
〇
月
　
　
「
全
農
林
警
職
法
事
件
」
（
判
例
評
釈
）
　
行
政
笑
務
一
九
七
五
年
一
〇
月
号

　
一
一
月
　
　
「
三
菱
樹
脂
事
件
」
＾
判
例
評
釈
一
行
政
案
務
一
九
七
五
年
二
月
号

　
二
一
月
　
　
「
議
員
定
数
配
分
の
不
均
衡
と
平
等
原
則
」
（
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
五
隼
二
百

一
九
七
六
年

　
一
月
　
　
「
学
問
の
自
由
と
夫
学
の
自
治
」
一
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
六
年
一
月
号

　
二
月
　
　
「
第
三
者
所
有
物
没
収
事
件
」
（
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
六
年
二
月
号

三
月
　
　
「
高
田
事
件
と
迅
速
な
裁
判
を
受
け
る
権
利
」
＾
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
六
年
三
月
号

四
月
　
　
「
地
方
自
治
の
本
旨
と
民
衆
訴
訟
」
＾
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
六
年
四
月
号

五
月
　
　
「
条
例
と
罰
則
」
（
判
例
評
釈
）
　
行
政
葵
務
一
九
七
六
年
五
月
号

六
月
－
七
月
　
　
「
公
務
員
の
政
治
活
動
の
自
由
H
・
目
」
＾
判
例
評
釈
）
　
行
政
実
務
一
九
七
六
隼
六
月
号
・
七
月
号

一
九
七
七
年

二
月
　
　
「
奮
評
・
現
代
基
本
権
の
展
開
」
（
小
林
直
樹
薯
）
読
書
人
一
九
七
七
年
二
月
二
一
日

六
月
　
　
「
議
会
政
治
の
原
理
」
　
法
セ
ミ
増
刊
・
現
代
議
会
政
治

　
一
一
月
　
　
「
書
評
・
憲
法
に
お
け
る
象
敏
と
代
表
」
（
鵜
飼
信
成
著
）
読
書
人
一
九
七
七
年
一
一
月
二
一
日

一
九
七
く
年

五
月
　
　
「
内
閣
の
責
任
と
国
務
大
臣
の
責
任
」
「
閣
議
の
方
法
」
小
嶋
和
司
編
　
憲
法
の
争
占
一

　
一
〇
月
　
　
「
蓄
評
・
歴
史
の
な
か
の
憲
法
上
・
下
」
（
家
永
三
郎
薯
）
歴
史
学
研
究
一
九
七
八
年
一
〇
月
号

199



一橋論叢第112巻第1号平成6年（1994年）7月号（200）

　
一
〇
月
　
　
「
国
政
調
査
と
犯
罪
調
査
」
（
辻
村
み
よ
子
と
共
同
執
嚢
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増
，
現
代
の
汚
職
－

一
九
八
○
年

三
月
　
　
「
蓄
評
・
国
家
緊
急
権
」
一
小
林
直
樹
薯
一
朝
日
新
聞
一
九
八
○
年
三
月
九
日
朝
刊

四
月
　
　
「
緊
急
逮
補
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
　
憲
法
判
例
百
選
－

四
月
　
　
，
杜
会
科
学
小
辞
典
一
（
共
同
執
簑
）
古
賀
英
三
郎
・
山
中
隆
次
編
　
春
秋
杜

五
月
　
　
「
憲
法
を
学
ぶ
視
点
　
　
憲
法
の
解
釈
に
つ
い
て
」
　
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
○
年
五
月
号

一
九
く
一
年

二
月
　
　
「
浮
上
す
る
改
憲
論
議
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
一
年
二
月
号

一
九
八
四
年

五
月
　
　
「
解
説
・
フ
ラ
ソ
ス
革
命
と
憲
法
」
（
長
谷
川
正
安
薯
）
三
省
堂

　
二
月
　
　
，
大
百
科
事
典
1
－
1
6
』
一
共
同
執
筆
・
項
目
選
定
委
員
・
編
集
委
員
一
平
凡
杜

一
九
八
五
年

二
月
　
　
「
憲
法
学
習
に
つ
い
て
」
法
セ
ミ
増
刊
総
合
特
集
ン
リ
ー
ズ
2
8

　
二
一
月
　
　
「
衆
議
院
の
解
散
」
樋
口
陽
一
編
・
憲
法
の
基
本
判
例
　
別
冊
法
学
教
室

一
九
く
六
年

五
月
　
　
「
プ
レ
ー
ソ
政
治
＾
私
的
諮
問
磯
関
）
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
八
六
年
五
月
号

一
九
八
八
年

三
月
　
　
「
判
例
回
顧
と
展
望
二
九
八
七
年
一
」
法
律
時
報
臨
増
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一
九
九
〇
宰

　
一
一
月
　
　
「
政
治
改
革
の
原
点
と
原
理
」
法
と
民
主
主
義
一
九
九
〇
年
一
一
月
号

一
九
九
一
年
　
「
，
憲
法
第
九
条
』
の
時
代
が
き
て
い
る
」
軍
縮
一
九
九
一
年
一
月
号

一
九
九
二
年

　
一
月
　
　
「
憲
法
と
地
方
自
治
」
労
働
運
動
一
九
九
二
年
一
月
号

七
月
　
　
「
学
悶
の
自
由
と
学
生
の
自
治
－
ポ
ポ
ロ
事
件
」
兼
子
仁
編
・
教
育
判
例
百
選
〔
第
三
版
〕

w
　
そ
の
他

一
九
六
六
年

五
月
－
六
月
　
　
「
座
談
会
・
憲
法
学
の
未
来
像
旧
・
m
」
阿
部
照
哉
・
奥
平
康
弘
・
樋
口
陽
一
諸
氏
と
　
書
斎
の
窓
一
九
六
六
年
五
月
号
・
六
月
号

一
九
六
く
年

　
一
〇
月
　
　
「
ン
ノ
ポ
ジ
ウ
ム
・
憲
法
掌
の
方
法
」
阿
部
照
哉
・
奥
平
康
弘
・
影
山
日
出
弥
・
樋
口
陽
一
諸
氏
と
法
俸
時
報
一
九
六
く
年
一
〇
月
号

一
九
七
一
年

三
月
　
　
「
憲
法
と
裁
判
官
再
任
制
度
」
朝
日
新
聞
一
九
七
一
年
三
月
二
九
日
夕
刊

一
九
七
二
年

三
月
　
「
シ
ノ
ポ
ジ
ウ
ム
・
宮
本
裁
判
官
の
再
任
拒
否
を
め
ぐ
っ
て
」
＾
司
会
）
守
屋
・
鴨
・
花
田
・
池
田
・
吉
田
・
大
須
賀
・
樋
口
諸
氏
と
，
裁
判
官

　
　
　
の
身
分
保
障
』
池
田
政
章
・
守
屋
克
彦
編
　
動
草
書
房

五
月
　
　
「
憲
法
と
国
民
主
権
旧
・
m
」
　
読
売
新
聞
一
九
七
二
年
五
月
一
日
二
一
日
夕
刊
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七
月一
一
月
－

一
九
七
三
年

　
一
月
六
月

　
　
〃

　
一
二
月

一
九
七
四
年

六
月
八
月

一
九
七
五
年

五
月
六
月

　
〃
七
月
二
一
月

「
ノ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
ー
公
法
の
解
釈
　
　
法
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て

二
一
月
　
　
「
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
・
最
高
裁
判
決
の
ゆ
く
え
1
・
皿
」

ま
と
め
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
増
刊
一
基
礎
法
学
シ
リ
ー
ズ
W

法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
七
二
隼
二
月
号
・
二
一
月
号

「
転
換
の
指
漂
－
頻
発
す
る
憲
法
問
題
」
　
朝
日
新
聞
一
九
七
三
年
一
月
一
〇
日
タ
刊

「
，
天
皇
と
政
治
』
論
議
に
思
う
」
　
朝
日
新
聞
一
九
七
三
年
六
月
八
日
朝
刊

「
市
民
国
家
と
主
権
原
理
」
読
売
新
聞
一
九
七
三
年
六
月
二
二
日
夕
刊

　
「
シ
ソ
ポ
ジ
ウ
ム
・
長
沼
判
決
の
憲
法
学
的
検
討
」
法
学
セ
、
・
ナ
ー
臨
増

「
問
わ
れ
る
市
民
憲
法
原
理
旧
・
m
ー
フ
ラ
ソ
ス
大
統
領
選
の
提
起
し
た
も
の
ー
」

「
フ
ラ
ソ
ス
の
パ
ソ
」
、
ン
ユ
リ
ス
ト
一
九
七
四
隼
八
月
一
五
日
号

「
公
職
選
挙
法
改
正
と
小
選
挙
区
制
」
　
東
大
新
聞
一
九
七
五
年
五
月
一
九
日
号

「
供
託
金
増
額
と
披
選
挙
権
の
制
限
」
　
朝
日
新
聞
一
九
七
五
年
六
月
六
日
夕
刊

「
公
職
選
挙
法
改
正
案
の
間
題
点
」
時
車
教
養
一
九
七
五
年
六
月
号

「
第
七
五
回
通
常
国
会
に
思
う
」
東
大
新
聞
一
九
七
五
年
七
月
一
四
日
号

　
「
象
徴
天
皇
制
に
つ
い
て
思
う
」
世
界
一
九
七
五
年
二
一
月
号

読
売
新
聞
一
九
七
四
年
六
月
一
四
目
・

一
五
日
タ
刊

202

一
九
七
六
年

　
一
月
　
　
「
国
際
人
権
規
約
と
葱
法
の
立
場
」
朝
日
新
聞
一
九
七
六
隼
一
月
二
二
日
夕
刊

八
月
　
　
「
座
談
会
・
長
沼
事
件
腔
訴
審
判
決
に
つ
い
て
」
林
修
≡
・
奥
平
康
弘
両
氏
と
　
読
売
新
聞
一
九
七
六
隼
八
月
六
日
朝
刊

八
月
　
　
「
長
沼
事
件
控
訴
審
判
決
に
思
う
」
朝
日
新
聞
一
九
七
六
年
く
月
七
日
朝
刊

　
一
〇
月
　
　
「
座
談
会
・
長
沼
訴
訟
腔
訴
審
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」
新
井
章
・
佐
藤
文
彦
・
和
田
英
夫
諸
氏
と
　
法
律
時
報
一
九
七
六
年
一
〇
月
号
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二
月

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
総
選
挙
に
つ
い
て
思
う
」
共
同
通
信
一
九
七
六
年
二
百
三
日

一
九
七
八
年

　
一
月
　
　
「
座
談
会
二
」
れ
か
ら
の
憲
法
学
」
＾
司
会
）
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
七
八
年
一
月
一
日
号

七
月
　
　
「
最
近
の
憲
法
政
治
に
思
う
」
　
世
界
一
九
七
く
年
七
月
号

八
月
　
　
「
国
立
の
春
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
七
八
年
八
月
一
五
日
号

八
月
－
一
一
月
　
　
「
憲
法
か
ら
み
た
，
弁
護
人
抜
き
裁
判
」
特
例
法
案
」
　
人
権
新
聞
二
〇
八
号
二
九
七
八
年
八
月
号
一
、

　
　
　
（
一
九
七
八
年
二
月
）

　
一
〇
月
　
　
「
ふ
た
た
ぴ
憲
法
政
治
に
思
う
」
世
界
一
九
七
八
年
一
〇
月
号

　
一
一
月
　
　
「
主
権
論
史
に
お
け
る
ル
ソ
ー
」
　
書
斎
の
窓
二
七
九
号

一
九
七
九
年

　
一
月
　
　
「
変
身
す
る
憲
法
政
治
」
　
創
文
一
八
一
号

五
月
　
　
「
対
談
・
疑
惑
の
本
質
に
な
ぜ
迫
れ
ぬ
」
野
村
二
郎
氏
と
　
朝
日
新
聞
一
九
七
九
年
五
月
二
九
日
朝
刊

九
月
　
　
「
政
治
倫
理
を
問
う
一
票
を
」
　
毎
日
新
聞
一
九
七
九
年
九
月
＝
一
〇
日
朝
刊

　
一
一
月
　
　
「
フ
ラ
ソ
ス
憲
法
と
の
つ
き
あ
い
」
創
文
一
九
一
号

一
九
八
O
年

一
月

四
月
五
月
五
月
六
月
七
月一
一
月

「
日
本
の
議
会
制
民
主
主
義
を
考
え
る
」
福
音
と
世
界
一
九
く
O
年
一
月
号

「
杜
会
糾
学
の
季
節
」
　
小
平
学
報

「
ひ
ん
死
の
立
憲
主
義
」
　
朝
日
新
聞
一
九
八
O
年
五
月
二
日
朝
刊

「
，
ス
パ
イ
防
止
法
』
正
当
化
で
き
ぬ
」
読
売
新
聞
一
九
八
○
年
五
月
五
日
朝
刊

「
議
会
制
民
主
主
義
を
考
え
る
」
草
の
実
一
九
く
○
年
六
月
号

「
憲
法
学
と
歴
史
学
」
．
ン
ユ
リ
ス
ト
一
九
八
O
年
七
月
一
日
号

　
「
浮
上
す
る
改
憲
論
上
・
下
」
　
キ
リ
ス
ト
新
聞
一
九
八
○
年
二
月
二
二
日
・
同
二
九
日

自
由
と
正
義
臨
時
増
刊
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一
九
八
一
年

五
月
　
　
「
ど
こ
へ
行
く
、
憲
法
政
治
」
時
事
教
養
一
九
八
一
年
五
月

五
月
　
　
「
対
談
・
改
め
て
憲
法
を
間
う
」
野
村
二
郎
氏
と
　
朝
日
新
聞
一
九
八
一
年
五
月
二
日
朝
刊

　
一
〇
月
　
　
「
気
に
な
る
こ
と
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
九
八
一
年
一
〇
月
一
五
日
号
　
、

一
九
八
二
年

六　五四三
月〃月月月

一
九
八
三
隼

四
月

六
月

　
一
一
月

「
真
理
教
育
に
政
冶
が
介
入
」
　
時
事
教
養
一
九
八
二
年
三
月

「
防
衛
，
突
出
一
と
憲
法
第
九
条
」
　
時
事
教
養
一
九
八
二
年
四
月

「
問
い
直
せ
平
和
の
意
味
」
　
読
売
新
聞
一
九
く
二
年
五
月
三
日
朝
刊

「
再
読
・
日
本
国
憲
法
m
」
　
共
同
通
信
一
九
八
二
年
五
月
三
日

「
現
，
証
言
法
－
下
で
も
喚
問
を
」
　
読
売
新
聞
一
九
八
二
年
六
月
二
六
日
朝
刊

「
憲
法
軽
視
は
破
滅
へ
の
道
」
　
読
売
新
聞
一
九
八
三
年
四
月
二
八
日
朝
刊

「
憲
法
問
題
を
考
え
る
」
　
市
報
む
さ
し
の
一
九
八
三
年
四
月
二
九
日

「
広
が
る
一
方
の
一
票
の
格
差
」
　
時
事
教
養
一
九
八
三
年
六
月

　
「
討
論
・
憲
法
の
理
念
と
政
治
の
現
実
」
奥
平
康
弘
・
江
橋
崇
両
氏
と

一
九
く
四
年

四
月
　
　
「
，
田
中
判
決
一

と
政
治
責
任
」
　
時
事
教
養
一
九
へ
四
年
四
月

世
界
一
九
八
三
隼
一
一
月
号

204

一
九
八
五
年

四
月
　
　
「
言
葉
の
す
り
か
え
－
立
憲
主
義
の
否
定
」
時
事
教
養
一
九
八
五
年
四
月

　
一
一
月
　
　
「
座
談
会
・
靖
国
神
杜
公
式
参
揮
の
意
味
」
　
宮
地
正
人
・
宮
本
栄
三
一
幸
日
出
男
諸
氏
と

ジ
ュ
リ
ス
ト
臨
増



一
九
八
六
年

二
月
　
　
「
討
論
・
，
戦
後
政
治
の
総
決
算
』
を
総
決
算
す
る
」
世
界
一
九
八
六
年
二
月

三
月
　
　
「
二
足
の
草
鞍
を
は
い
て
」
　
一
橋
大
学
杜
会
科
学
古
典
資
料
セ
ソ
タ
ー
年
報
6
号

四
月
　
　
「
戦
後
総
決
算
路
線
は
何
を
も
た
ら
す
か
」
時
事
教
養
一
九
八
六
年
四
月

五
月
　
　
「
『
戦
後
政
治
の
総
決
算
』
と
憲
法
制
定
四
〇
周
年
」
一
法
律
時
評
）
」
　
法
律
時
報
一
九
八
六
年
五
月
号

一
九
八
七
年
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一
月

二
月
三
月
四
月
五
月

六
月

　
〃

し
L
月

く
月
九
月一
〇
月

「
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
・
人
民
主
権
と
地
方
自
治
」
　
月
刊
自
治
研
一
九
八
七
年
一
月
号

「
東
京
弁
護
士
会
人
権
賞
に
よ
せ
て
」
　
世
界
一
九
八
七
隼
二
月
号

「
座
談
会
・
判
例
回
顧
と
展
望
一
九
八
六
年
＾
司
会
）
」
法
律
時
報
臨
増

「
憲
法
施
行
四
〇
周
年
1
1
最
大
の
転
換
点
に
立
つ
」
　
時
事
教
養
一
九
八
七
年
四
月

「
平
和
憲
法
と
私
た
ち
の
生
活
（
五
月
三
日
記
念
一
」
　
広
報
ひ
の

「
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
・
ま
か
り
通
っ
て
き
た
，
解
釈
改
竃
』
」
　
毎
日
新
聞
一
九
く
七
年
五
月
三
日
朝
刊

「
イ
ソ
タ
ピ
ュ
ー
・
憲
法
を
我
が
も
の
と
す
る
視
点
」
　
住
民
と
自
治
一
九
く
七
年
六
月
号

「
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
・
研
究
室
訪
問
」
　
一
橋
新
聞
一
九
八
七
年
六
月
一
〇
日

「
ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
東
京
高
裁
判
決
に
関
連
し
て
｛
意
見
一
」
　
毎
日
新
聞
一
九
八
七
年
七
月
二
九
日
タ
刊

「
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
・
九
条
は
人
類
を
救
う
道
」
　
朝
日
新
聞
一
九
八
七
年
八
月
二
六
日
朝
刊

「
イ
ソ
タ
ビ
ュ
ー
・
黙
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
」
　
赤
旗
一
九
八
七
年
九
月
二
二
日

　
「
イ
ソ
タ
ピ
ュ
ー
・
生
活
を
守
る
平
和
憲
法
」
東
大
新
聞
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
〇
日

一
九
八
八
年

四
月
　
　
「
憲
法
間
題
を
み
る
目
」
　
時
事
教
養
一
九
八
八
年
四
月

五
月
　
　
「
学
間
交
流
の
継
続
・
発
展
を
」
　
読
売
新
聞
一
九
八
八
年
五
月
二
〇
日
夕
刊

七
月
　
　
「
日
本
国
憲
法
と
象
徴
天
皇
制
」
書
斎
の
窓
一
九
八
八
年
七
・
八
月
号
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〈
月
　
　
「
法
学
に
お
け
る
7
ジ
ア
諸
国
と
の
交
流
＾
法
律
時
評
）
」
　
法
律
時
報
一
九
八
八
年
八
月
号

一
九
八
九
年

　
一
月
　
　
「
昭
和
を
終
え
て
　
　
象
歓
天
皇
制
と
庸
造
的
汚
職
を
考
え
る
ー
」
　
一
僑
新
聞
一
九
八
九
隼
一
月
二
く
日

四
月
　
　
「
杜
会
儘
の
成
立
」
新
し
い
杜
会
…
三
号

　
　
〃
　
　
「
厳
し
く
問
わ
れ
る
政
治
家
の
政
治
責
任
」
時
事
教
養
一
九
八
九
隼
四
月

六
月
　
　
「
政
権
交
替
の
ル
ー
ル
化
一
そ
の
構
造
的
汚
職
を
抜
け
出
す
道
」
　
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
一
九
く
九
年
六
月
六
日
号

七
月
　
　
「
対
談
・
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
庸
造
と
憲
法
思
想
」
遅
塚
忠
躬
氏
と
　
法
律
時
報
一
九
八
九
年
七
月
号

一
九
九
〇
隼

二
月
　
　
「
改
め
た
い
最
高
裁
人
事
の
あ
り
方
」
　
朝
日
新
聞
一
九
九
〇
年
二
月
八
日
朝
刊

四
月
　
　
「
病
め
る
議
会
制
民
圭
主
義
」
　
時
事
教
養
一
九
九
〇
隼
四
月

九
月
　
　
「
ア
ジ
ア
諸
国
法
の
研
究
教
育
を
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
一
九
九
〇
年
九
月
号

　
一
〇
月
　
　
『
限
定
な
い
政
党
助
成
は
違
憲
の
疑
い
」
朝
日
新
聞
一
九
九
〇
隼
一
〇
月
：
百
朝
刊

一
九
九
一
年

三
月
　
　
「
平
和
国
家
の
国
是
忘
れ
役
割
喪
失
」
　
朝
日
新
聞
一
九
九
一
隼
三
月
八
日
夕
刊

四
月
　
　
「
湾
岸
戦
争
と
平
和
憲
法
」
　
時
事
教
養
一
九
九
一
年
四
月

五
月
　
　
「
憲
法
の
現
在
を
問
う
」
　
図
書
新
聞
一
九
九
一
年
五
月
四
日

一
九
九
二
年

四
月
　
　
「
構
造
的
汚
職
と
国
政
調
査
権
」
時
事
教
養
一
九
九
二
隼
四
月

七
月
　
　
「
新
し
い
憲
法
政
治
の
手
法
」
朝
日
新
聞
一
九
九
二
年
七
月
一
四
日
朝
刊

　
　
〃
　
　
「
参
護
院
選
と
憲
法
政
治
」
共
同
通
信
一
九
九
二
年
七
月

　
二
一
月
　
　
「
国
政
調
査
権
で
頁
相
の
究
明
を
」
　
朝
日
新
聞
一
九
九
二
年
＝
一
月
一
四
日
夕
刊
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二
月
－

一
月
　
「
，
政
治
改
革
一

に
つ
い
て
菱
言
上
・
下
」
新
生
一
九
九
二
年
二
一
月
二
五
日
・
一
九
九
三
年
一
月
一

一
日

一
九
九
三
年

三
月
四
月

　
〃
五
月一
一
月

二
一
月

「
軍
拡
の
政
治
と
樽
造
的
汚
職
の
克
服
」
文
化
評
論
一
九
九
三
年
三
月
号
（
休
刊
前
最
終
号
）

『
汚
職
率
件
の
解
明
へ
国
会
の
機
能
充
実
を
」
朝
日
新
聞
一
九
九
三
年
四
月
二
六
日
夕
刊

「
新
・
憲
法
改
正
論
に
み
る
虚
実
」
　
時
事
教
養
一
九
九
三
隼
四
月

「
憲
法
第
九
条
論
考
」
　
毎
日
新
聞
一
九
九
三
隼
五
月
三
一
日
夕
刊

　
「
政
冶
改
革
＾
選
挙
制
度
）
1
民
主
主
義
の
歴
史
に
逆
行
」
北
海
道
新
聞
一
九
九
三
年
一
一
月
二
四
8
タ
刊

＞
三
幕
o
竃
ぎ
ω
o
邑
婁
蜆
彗
窒
＝
自
．
皇
o
－
著
彗
づ
…
蜆
－
竃
ω
．
量
曽
1
§

一
九
九
四
年

　
一
月
　
「
第
九
条
が
必
要
な
世
界
と
ア
ジ
ア
」
軍
縮
一
九
九
四
年
一
月
号

　
　
〃
　
　
「
改
め
て
憲
法
第
九
条
を
考
え
る
」
福
音
と
世
界
一
九
九
四
年
一
月
号
　
　
　
－

二
月
　
　
「
対
談
・
民
主
的
地
方
分
権
は
世
界
の
流
れ
」
本
尾
良
氏
と
　
佳
民
と
自
治
一
九
九
四
年
二
月
号
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